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した。1526年 7月 12日、シュラートミングの勝利の僅か 9日後、ガイスマイヤーは僅かの残
党ともどもヴェネツィア領に逃れてゆきました。それでもガイスマイヤーは、爾後なんと 6年
もの間、フェルディナントの側の悩みの種であり続けました。フェルディナントは、ガイスマ


























































を欺く教義や異端の分派」が蔓延っている。それは「邪悪で気まぐれな . . .者どもの仕業であ
るが、この者どもは過ぐる年月のあの際限もなくみじめな殺しあいに満腹することなく、新た
なる反坑、暴動、反乱 . . .を甦らせようと努めている」というのでありました43)。同じ指令は、
その農民の反乱の責任は「キリスト者の自由についての誤った教義」や「すべてのものが共有
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